


bsn01ver1 : 2022/7/27(18:28)

i

まえがき

本書は,広島大学情報科学部に入学した直後の 4月上旬から, 6月上旬 (第 1

ターム)に開講される「線形代数学 I」に関する講義の一部をサマーキャンプの

教科書として使用することを目的としたものです.本来,使用する教科書は,

久保富士男【監修】　栗田多喜夫 (情報科学部教員)，飯間信，河村尚明

【共著】,専門基礎　線形代数学,培風館（2017）［1］

です.しかしながら,上記の教科書は,行列から始まるため,高大接続入試を考

慮し,この教科書ではベクトルから始めています. さらに,この教科書で扱われ

る内容は,オンデマンド講義の第 1回から第 4回分に相当します.この教科書の

大まかな枠組みは,文献［3］を参照しています.この場を借りて,まずは感謝申

し上げます.

さて,高等学校数学において,現在の過程ではベクトルを「数学 B」で扱いま

す.「平面上のベクトル」から始まり,「空間のベクトル」,さらに,その中で「空

間の図形」を修得します.その一方で,「外積」や,空間における直線や平面の方

程式は扱わないなど,内容が限られています. このサマーキャンプでは,ベクト

ルの「外積」や,直線や平面の方程式も扱います.これらの一部は,「数学 B」の

教科書によっては,「発展」で扱われていますが,広島大学の個別学力試験 (前

期試験)では範囲外となっています.直線や平面の方程式,さらには行列は,過去

の高等学校の数学の課程で普通に扱われていました.したがって,学習するうえ

で,「年齢」という枠はないものと考えています.すなわち,この教科書で扱われ

る内容は,高等学校「数学 I」,「数学 II」を学んでおけば,基本,理解できるよう

に記述しています. その他,大学でのベクトルの表記法を用いることにより,大

学に入学してからもスムーズに学習できるように記述を行っています.

各内容では,「例題」をふんだんに取り入れ,独学できるように記述していま

す.さらに関連する問題を「問」の形式で与えています.これらは,ほとんどがオ

リジナルな問題となっています.または,一部大学入試問題を改題して作成して

います. これらの問を解くことによって,理解を深めることが期待されます. 簡

易な解答も掲載しているので,自分が作成した解答と比較することも可能です.

この教科書によって,情報科学部での数学に関連する教科の「マッチング」の

重要性を確認するとともに,将来,情報科学部で学びたいという意欲が向上する

ことを願っています.



bsn01ver1 : 2022/7/27(18:28)

ii

最後に,この教科書を作成するにあたり,島唯史博士には,本文の校正並びに

計算の確認を行なって頂きました. 改めて,多大なるご協力を賜り,厚く感謝申

し上げます.

2022年 7月 27日 著者

この教科書は,著作権法によって保護されており,これらの著作権は,著作者

に帰属します. したがって,著作者の書面による承諾なく,全部または一部を複

製・頒布, Webなどの公開による方法で使用することは,法律で認められる場合

を除き,固くお断りいたします.

©2022向谷博明
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